
印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

道
工
事
店
）
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
工
事
が
不
完
全
だ
と
、
に
お
い
が

家
の
中
に
こ
も
っ
た
り
、
排
水
管
が

詰
ま
っ
た
り
と
い
っ
た
問
題
が
起
こ

り
ま
す
。
排
水
設
備
の
接
続
・
補
修

は
必
ず
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
の
名
簿
は
下

水
道
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■問 
下
水
道
課
工
務
管
理
班
（
緯
内
線

7
8
6
・
7
8
7
）。

「
下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
責
任
技
術
者
」
の
共
通
試
験

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
臥
。
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■場 
千
葉
県
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
4
―
4
）。

■対 
平
成
5
年
1
月
　
日
以
前
に
生
ま
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れ
た
人
で
、
修
学
歴
、
下
水
道
排
水

設
備
工
事
に
関
す
る
職
歴
に
よ
り
一

定
の
経
験
年
数
な
ど
を
有
す
る
人
。

胸
受
験
料
…
1
万
円
。

■申 
9
月
3
日
俄
～
　
月
　
日
牙
（
消

10

25

印
有
効
）
に
所
定
の
書
類
を
左
記
へ

郵
送
。

※
受
験
申
込
書
は
、
9
月
3
日
俄
～

　
月
　
日
俄
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

10

15

を
除
く
）
に
、
千
葉
県
下
水
道
協
会

事
務
局
（
千
葉
市
役
所
7
階
下
水
道

経
営
課
内
）
で
配
布
。
郵
送
希
望
の

人
は
、　
月
　
日
俄
（
消
印
有
効
）

10

15

ま
で
に
封
筒
の
表
に
「
受
験
案
内
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
返
信
先
を
書
い

た
ラ
ベ
ル
（
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
）
と
切
手
1
4
0
円
分
を
同
封
し

て
、
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
下
水
道
協
会
事
務
局
（
〒

2
6
0
―
8
7
2
2
千
葉
市
中
央
区

千
葉
港
1
―
1
千
葉
市
役
所
下
水
道

経
営
課
内
・
緯
0
4
3
―
2
4
5
―

6
1
1
2
）。

（３）平成２４年（２０１２）９月１日号

　
で
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
と
も
に
学
び
、
教
養
を
高
め
、

　
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
を
つ
く
り

　
ま
す
。

一
　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
で

　
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
働
く
こ
と
を
喜
び
と
し
、
進
ん

　
で
地
域
に
参
加
す
る
、
活
力
の
あ

　
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
　（
平
成
　
年
9
月
　
日
制
定
）
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怯
市
の
シ
ン
ボ
ル

胸
市
の
花
「
コ
ス
モ
ス
」
…
秋
に
色

鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
る
コ
ス
モ
ス

に
は
「
調
和
」
と
い
う
意
味
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
人
と
人
、
地
域
と
地
域

と
の
調
和
や
新
市
と
し
て
の
一
体
感

を
願
う
印
西
市
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し

い
花
で
す
。

胸
市
の
木
「
サ
ク
ラ
」
…
市
内
に
は
、

「
小
林
牧
場
の
桜
並
木
」
や
「
吉
高

の
大
桜
」
と
い
っ
た
桜
の
名
所
が
あ

り
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い

る
木
で
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
名
所

を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
市
の
一
層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
市
で
は
、
市
民
満
足
度
の
向
上
を

図
る
た
め
、
基
本
計
画
の
進
ち
ょ
く

管
理
と
し
て
施
策
の
達
成
度
や
事
業

の
「
有
効
性
」「
効
率
性
」「
妥
当
性
」

な
ど
を
検
証
す
る
行
政
評
価
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
　
年
度
に
実
施
計

23

画
事
業
と
し
て
掲
げ
た
1
9
4
の
事

業
を
対
象
に
評
価
を
実
施
し
ま
し
た

の
で
公
表
し
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　
評
価
は
、「
活
動
指
標
」
と
「
成

果
指
標
」
の
2
つ
の
視
点
か
ら
、「
活

動
に
対
す
る
評
価
」「
成
果
に
対
す

る
評
価
」「
総
合
的
な
評
価
」
を
行
い
、

各
事
業
の
今
後
の
方
向
性
や
今
後
の

取
り
組
み
内
容
を
検
討
し
ま
し
た
。

胸
市
の
鳥
「
メ
ジ
ロ
」
…
姿
、
色
、
鳴

き
声
と
も
に
愛
ら
し
く
、
昔
か
ら
市

民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
鳥
で
す
。
ま

た
、
主
に
山
林
に
生
息
す
る
こ
と
か

ら
、
緑
豊
か
な
里
山
を
有
す
る
印
西

市
に
は
数
多
く
生
息
し
て
お
り
、
自

然
環
境
の
保
護
を
市
民
憲
章
に
掲
げ

て
い
る
本
市
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い

鳥
で
す
。

胸
市
の
魚「
ナ
マ
ズ
」…
河
川
や
湖

沼
に
生
息
す
る
こ
と
か
ら
、利
根
川
、

印
旛
沼
、手
賀
沼
と
い
っ
た
地
域
を

代
表
す
る
河
川
と
湖
沼
を
有
す
る
印

西
市
で
は
大
変
な
じ
み
深
い
魚
で
す
。

ま
た
、愛
嬌（
あ
い
き
ょ
う
）の
あ
る

容
姿
か
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
　（
平
成
　
年
9
月
　
日
指
定
）
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■問 
総
務
課
総
務
法
規
班
（
緯
内
線
4

3
6
・
4
3
7
）。

　
行
政
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

次
期
実
施
計
画
に
反
映
さ
せ
る
と
同

時
に
来
年
度
の
予
算
編
成
に
お
け
る

判
断
材
料
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま

す
。
　
ま
た
、
評
価
検
証
の
結
果
を
公
表

し
て
い
く
こ
と
で
、
市
政
の
透
明
性

の
向
上
と
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
各
実
施
計
画
事
業
の
評
価

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
2
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

　「
下
水
道
の
日
」
は
、

昭
和
　
年
（
1
9
6
1

36

年
）、
著
し
く
遅
れ
て

い
る
下
水
道
の
全
国
的

な
普
及
（
当
時
の
普
及

率
は
わ
ず
か
約
6
％
）

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
「
全
国
下
水
道

促
進
デ
ー
」
と
し
て
始

ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
9
月
　
日
は
、

10

下
水
道
の
大
き
な
役
割

の
一
つ
で
あ
る
「
雨
水

の
排
除
」
を
念
頭
に
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る

二
百
十
日
を
過
ぎ
た
二

百
二
十
日
が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
日
を
定
め
ま
し
た
。

怯
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
に
ご

協
力
を

　
下
水
道
は
、
市
が
工
事
を
行
っ
た

だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
み

な
さ
ん
に
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
こ

そ
、
自
然
を
守
り
、
生
活
環
境
を
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

　
市
で
は
平
成
　
年
9
月
に
、
合
併
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後
の
新
た
な
市
民
憲
章
を
制
定
す
る

と
と
も
に
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
（
市
の

花
・
木
・
鳥
・
魚
）
を
指
定
し
ま
し
た
。

　
市
民
憲
章
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
自
主
的
な
実
践
活
動

に
つ
な
が
る
市
民
道
徳
や
日
常
生
活

に
お
け
る
行
動
規
範
を
定
め
た
も
の

で
あ
り
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
市
の

名
称
や
市
章
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん

が
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
一
体
感
を

醸
成
す
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の

公
共
施
設
、
集
会
所
に
掲
示
す
る
な

ど
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
一
層

の
普
及
、
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

怯
印
西
市
民
憲
章

わ
た
く
し
た
ち
の
印
西
は
、

ゆ
う
ゆ
う
と
流
れ
る
利
根
川
、

水
鳥
飛
び
交
う
印
旛
沼
、
手
賀
沼
に

囲
ま
れ
、

緑
豊
か
な
田
園
と
新
旧
の
街
並
み
が

織
り
成
す

調
和
の
と
れ
た
美
し
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
先
人
の
築
い
た

歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

輝
か
し
い
未
来
に
向
か
っ
て
、

一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
る
元
気
な

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
こ
の
憲
章
を

定
め
ま
す
。

一
　
美
し
い
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持

　
ち
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
つ

　
く
り
ま
す
。

一
　
互
い
に
助
け
合
い
、
お
年
寄
り

　
や
子
ど
も
を
大
切
に
し
、
安
全
　

 印
西
市
民
憲
章
・
市
の
シ
ン
ボ
ル

 一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
る

　
　
　
　
　
　
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

 平
成
　
年
度
行
政
評
価
結
果
を
公
表
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9月10日は「下水道の日 9月10日は「下水道の日」」

 「下水道 お水がいってる またくるね」

な
っ
た
区
域
は
、
下
水
道
法
な
ど
に

基
づ
い
て
市
が
公
示
し
ま
す
。
こ
の

区
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
家
の
便

所
が
く
み
取
り
の
場
合
、
公
示
の
日

か
ら
3
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造

し
下
水
道
に
接
続
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
合
併
浄
化
槽
な
ど
を
使
用

し
て
い
る
場
合
は
早
急
に
排
水
設
備

を
設
置
し
、
下
水
道
に
接
続
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
が
使
え
る
区
域
内
に
お
住

ま
い
で
、
ま
だ
下
水
道
へ
の
接
続
が

済
ん
で
い
な
い
人
は
、
早
期
接
続
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

怯
水
洗
便
所
改
造
貸
付
金

　
市
で
は
水
洗
化
を
促
進
す
る
た
め
、

く
み
取
り
便
所
や
単
独
浄
化
槽
の
水

洗
化
改
造
工
事
を
供
用
開
始
か
ら
3

年
以
内
に
行
う
場
合
、　
万
円
を
限
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度
と
し
て
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

怯
指
定
下
水
道
工
事
店

　
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
の
工
事

（
宅
内
排
水
設
備
工
事
）
は
、
市
が
指

定
し
た
工
事
店
（
印
西
市
指
定
下
水

胸実施計画事業評価集計結果胸
計割合

（％）
選択
件数選択肢

194

1325Ａ　目標値を上回る活
動
に
対
す
る
評
価

75146Ｂ　ほぼ目標値どおりである
713Ｃ　目標値をやや下回る
36Ｄ　目標値を下回る  
23Ｅ　活動なし  
11未評価（当年度の目標項目・目標値の設定なし）

194

1326Ａ　目標値を上回る成
果
に
対
す
る
評
価

63122Ｂ　ほぼ目標値どおりである
1427Ｃ　目標値をやや下回る
47Ｄ　目標値を下回る  
36Ｅ　成果なし  
36未評価（当年度の目標項目・目標値の設定なし）

194

816Ａ　計画以上の活動実績・成果であった

総
合
評
価

78152Ｂ　ほぼ計画どおりの活動実績・成果であった
816Ｃ　計画をやや下回る活動実績・成果であった
35Ｄ　計画を下回る活動実績・成果であった
35Ｅ　活動実績・成果なし
00未評価

194

87169事業を継続（現行のまま継続）今
後
の
方
向
性

1020事業を見直す（拡大・縮小・統合・休止・廃止等）
00休止（本年度一時休止）
00廃止（本年度事業を廃止）
35終了（本年度終了又は次年度終了予定）

伊
藤
圭
子
副
市
長
が
退
任

　
印
西
市
副
市
長
の
伊
藤
圭
子
氏
が
、
去
る
8
月
9
日
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
藤
氏
は
、
平
成
　
年
に
印
西
市
助
役
に
就
任
。
以
来
、
7
年
5
カ
月
に

17

わ
た
り
市
政
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

指定下水道工事店の
名簿は、下水道課窓
口、市ホームページ
で入手できます


